
 

 

 

 

 

 

 

令和７年亀岡市議会定例会 

令和８年３月議会一般質問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

亀岡市議会



質問方式

３月３日（火） 10:00～ 1 齊藤　一義 （経政会） 一　括

13:00～ 2 竹内　博士 （躍動～輪の風～） 一　括

14:30～ 3 山木　裕也 （北星志士の会） 一　括

16:00～ 4 三上　　泉 （共産党議員団） 一　括

３月４日（水） 10:00～ 5 山本由美子 （公明党議員団） 一　括

13:00～ 6 菱田　光紀 （新清流会） 一　括

14:30～ 7 浅田　晴彦 一問一答

15:15～ 8 松山　雅行 一問一答

３月５日（木） 10:00～ 9 木村　　勲 一問一答

10:45～ 10 大西　陽春 一問一答

13:00～ 11 冨谷加都子 一問一答

13:45～ 12 小林　　仁 一問一答

14:45～ 13 大塚　建彦 一問一答

15:30～ 14 土岐　　新 一問一答

３月６日（金） 10:00～ 15 片山　輝夫 一問一答

10:45～ 16 林　　徹司 一問一答

13:00～ 17 大石　慶明 一問一答

13:45～ 18 平本　英久 一問一答

14:45～ 19 梅本　靖博 一問一答

15:30～ 20 法貴　隆司 一問一答

令和７年亀岡市議会定例会令和８年３月議会　一般質問順序予定表

開催日及び開始予定時間 質問者（会派名）
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【注意】

質問者の日程については予定であり、議事の進行により変更する場合

があります。ご了承ください。
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令和７年亀岡市議会定例会令和８年３月議会　一般質問通告書 

 

 番

号

質問者 

質問日時
質問事項 質問要旨 答弁者

 1 齊藤　一義 

3 月 3日(火) 

10：00～ 

 

※代表質問 

（一括） 

１　市長の政治

姿勢について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度一般会計予算４６４億２，７００

万円、特別会計３１８億７，０００万円、総額

７８２億９，７００万円であるが、議員として

市民の税金が妥当性、必要性に加え費用対効果

や財政の健全化に基づき執行されているのか。

市長が描く亀岡市のグランドデザインを理解し

つつ予算が市民福祉の増進につながるよう、市

長の年頭の挨拶における「改革の年として新た

なチャレンジをしてほしい」という言葉に基づ

いて提案型で質問する。 

（１）令和８年度予算編成方針「人と時代に選

ばれる　リーディングシティ亀岡の実現」

のため、基本的な考え方であるスクラッ

プ・アンド・ビルドを徹底した上で、先進

的で戦略的な魅力ある事業を創造・推進す

ることに関連し「財源なくして市民福祉な

し」の経政会として提案する。 

①年谷浄化センターにおける汚泥処理費用軽

減は令和６年度決算特別委員会産業建設分

科会事務事業評価でも指摘しているが、サ

ーキュラーエコノミー市域内循環型経済に

向けた環境先進都市にふさわしい先進的施

設になるための事業計画を検討している

か。 

～緑を力に、未来を彩る亀岡の挑戦～本市に

おいては住宅地において街路樹の撤去など緑を

なくす動きもあるが、全米一住みたいまちとも

いわれるアメリカ　オレゴン州ポートランドは

「ローズ・シティ」や「フォレスト・シティ」

と呼ばれるほど緑豊かで市民の誇りである。本

市のように街路樹を伐採するのではなく大きく

育てることを重視しており、秋の膨大な落ち葉

掃除は、行政と市民が「共同作業」を行い、落

ち葉と生ごみを混ぜて堆肥化にして有効活用を

されている。これこそ、まさに緑を力に、未来

を彩る亀岡の挑戦であると考える。 

②本市も家庭の剪定枝や街路樹の落ち葉、農

地の草などルールを定め回収、生ごみと混

ぜ堆肥化する等有効活用、人と自然の循環

共生型まちづくりを推進し、環境先進都市

として市民の高揚感を高めてはどうか。 

ポートランドと比べれば、広大な土地を有し

ない本市では農業公園の家畜ふん尿にみられる

ように生ごみ搬入には悪臭の拡散が懸念され

る。 
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③乾燥した剪定枝や落ち葉を「炭化」させて

から生ごみに混ぜ「非常に質が高い、臭わ

ない堆肥」に向けた研究をしてはどうか。 

先日、亀岡経済同友会でご講演いただいたＳ

ＡＮＧＡ　ＣＯＲＥの代表が、亀岡市の活性化

には、亀岡にいつ来ても飽きない、何かのイベ

ントに参加して楽しんで時間を過ごせたら、も

っと交流人口が増えると述べられ、まちづくり

は他先進国の都市計画のように、ほとんど経済

的に投資できる企画提案であったと解釈した。 

④今年の全国都市緑化フェアｉｎ京都丹波で

整備した公園をレガシーとして、ポートラ

ンドのように経済効果あふれるグリーンル

ープ化につなげてはどうか。 

緑あふれるまちにすれば副次的な公共の利益

として、市民をより健康にしてコミュニティ活

性化と犯罪減少、温室効果ガス対策、生態系サ

ービスなどの利益があるといわれている。ま

た、ポートランドのように自転車インフラに投

資した地域は、経済活動の活発化、観光、不動

産価値の向上など、大きな経済的インパクトを

経験しているという研究結果がある。 

⑤京都丹波みどりの里まつりの会場となる、

京都・亀岡保津川公園と亀岡運動公園を結

ぶ自転車道を整備してはどうか。 

⑥亀岡のみどりの里の魅力を増幅させること

とＪＲ亀岡駅南地区回遊人口と交流人口を

増やすため、南郷公園明智光秀像の後方か

ら大本花明山植物園に向けた歩行者のみの

木造橋梁を架ける計画はどうか。 

（２）北陸新幹線亀岡ルートについて、市長は

初夢として、亀岡ルート誘致にかじを取ら

れた。市議会も決議案を提出する予定であ

り、新京都駅（亀岡市）が新大阪駅周辺や

新横浜駅周辺のようになれば本市活性化の

大きな起爆剤になると考え応援するが「財

源なくして市民福祉なし」の経政会として

後世にツケを回さないための財源を提案す

る。基本となる考え方は「スピルオーバ

ー」波及効果の還元で、新幹線誘致など通

常は運賃収入だけで建設費を回収する考え

方であるが、亀岡市の挑戦となる誘致の具

現化として以下を提案する。 

　①新幹線誘致こそ「社会的インパクト投資」

導入を真剣に検討すべきであるがどうか。 

②公共工事の自治体負担軽減にＳＩＢ（ソー

シャル・インパクト・ボンド）、行政・民

間事業者・投資家が連携し社会課題の解決

と行政コストの削減を同時に目指す成果報

酬型の投資スキームのインフラ版を検討し

てはどうか。 
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　③ＴＩＦ（タックス・インクリメント・ファ

イナンシング）、租税増収財源確保方式を

検討してはどうか。 

　④北陸新幹線亀岡ルート「新京都駅」誘致に

向け「新幹線整備基金」など市民理解を得

て市税の税率を上げるか、ふるさと納税を

「新幹線整備基金」として積立てを考えて

はどうか。 

（３）安全で安心して暮らせるまちづくり、地

域防災の要である消防団活動の支援と亀岡

市消防団条例の一部改正が、今議会で提案

されている。本市は団員出動手当や団員の

報酬増額など処遇改善されているが、人口

集中地域以外の団員は微減する一方であ

る。活動費増額より団員の思いに寄り添う

考え方での団員確保が必要と考える。そこ

で、亀岡市消防団アンケートにおいて「消

防団活動として重要であると思う活動はど

れですか？」の回答で、一番多い消火活動

３２％から続き、消防操法大会２％も「少

数ながら重要と感じられている」とあるの

に違和感がある。この際、消防ポンプ操法

大会をやめて団員確保に取り組んだ方が団

員充足につながり地域の防災力向上に効果

があると考えるがどうか。 

（４）子育て・福祉・健康のまちづくり、亀岡

市の子どもファースト宣言による取組は大

変評価される。新規事業の待機児童解消に

向けた取組や、乳児等通園支援事業（こど

も誰でも通園制度）等は素晴らしい制度で

ある。事業に向けた保育教諭や保育士は十

分確保できているのか。 

（５）障がいのある人とのコミュニケーション

を大切にした意思疎通など、障がい福祉サ

ービスの充実について、国は障がいのある

人が可能な限り住み慣れた地域で暮らすこ

とを目指し、大規模施設から小規模施設や

サテライト型住居など、より地域に開かれ

た小規模な住まいへの「地域移行」を重要

な柱として進めており、これにより、障が

いのある人が様々な地域資源（交通・商

店・医療）等を利用しやすくなるとしてい

るが本市の取組を問う。 

①小規模になれば個々の障がい特性や生活習

慣に応じた個別支援が必要である。今回、

新規事業に人材確保事業経費も計上されて

いるが支援人材の不足は改善されるか。 

　②国の方針として地域移行が進められている

が、本人の意識確認はどの段階でどのよう

な方法で行われているか。 

　③地域移行が数値目標や計画達成を優先する

あまり、本人や家族が不安を招かないよう

判断基準はどのように考えているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　④重度障がい者グループホームの体制整備は

充実しているか。 

　⑤地域社会に移行した場合、家族負担が増え

るケースがあると聞くが、本市として家族

支援対策の考えは。 

（６）「ふるさと住民登録制度」では、観光や

ふるさと納税の寄附など地域経済の活性化

に貢献する人を登録する「ベーシック登

録」と、農業ボランティアや副業、その地

方に生活拠点を持つ「二拠点住居」など有

機栽培農家などの担い手になる人を「プレ

ミアム登録」する方向であると伺う。 

　①プレミアム登録の場合、公共料金の利用料

や交通費の割引など考えているのか。 

②有機栽培農家以外の農家への担い手は「プ

レミアム登録」とみなさないのか。 

　③初年度の登録目標住民数は。 

（７）市長は亀岡商工会議所新春年賀交歓会の

挨拶で、流出人口より流入人口が増えてい

るが、自然減がそれを上回る、日本全体が

人口減であるから、それを想定したまちづ

くりをすると発言があった。まさにそのと

おりである。その思いを本市の持続可能な

まちづくりの考え方として、次の「スマー

トシュリンク」（人口減少に歯止めをかけ

るという抑制戦略に過度に依存せず、人口

が減っても市民のウェルビーイングが損な

われないようにする適応戦略を基本とする

考え方）を取り入れたまちづくりをしては

どうか。 

　①都市機能の集約化（コンパクトシティ）に

ついて、医療・商業・行政機関などの生活

に必要な機能を住民の居住区域の中心に近

づけて集約してはどうか。 

　②公共サービスの効率化と最適化について、

デジタル技術（ＤＸ）を活用したサービス

の共同化・簡素化を進めてはどうか。 

　③土地利用の転換について、低密度化が進む

郊外の市街地において荒廃を防ぐため一部

の土地を「みどり」や「農地」へ転換する

などの縮小・後退を誘導してはどうか。 

　④経済社会の適応戦略について、人口減少に

よって生じる人手不足に対し生産性の向

上、リスキリングによる労働力の流動性の

向上といった政府の成長戦略もスマートシ

ュリンクの一環であるが考えはどうか。 

スマートシュリンクの例として、山梨県早川

町では過疎地に町営コンビニエンスストア（お

金の使い道の見直し）がある。 

⑤畑野町で閉鎖したコンビニエンスストアや

商店の再稼働に補助金等を検討する考えは

ないか。 
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（８）新規事業の曽我部地区に伝わる歴史資料

調査活用事業は、地域の歴史文化をよみが

えらせ再発見する素晴らしい事業であると

考える。今後、穴太寺・金剛寺・小幡神社

の穴太地域を歴史的有形文化財地域と位置

づけ、観光地としてプロモーションしては

どうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 2 竹内　博士 

3 月 3日(火) 

13：00～ 

 

※代表質問 

（一括） 

１　令和８年度

当初予算の編成

方針について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

２　スクラップ

アンドビルドの

考え方について 
 

 

 

 

 

 

 

 

３　行政体制改

革について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４　市民生活と

国の交付金制度

の見直しについ

て 
 

 

 

 

 

当初予算は単年度の計画ではなく、「決算→

執行→予算編成」という連動の中で検証される

べきものであると考える。その観点から予算編

成について問う。 

（１）令和６年度決算及び令和７年度執行状況を

どのように分析・評価し、どの事業を見直し、

その結果を令和８年度当初予算にどのよう

に反映させたのか。 
（２）限られた財源の中で、事業の優先順位や費

用対効果をどのような基準・手法で評価して

いるのか。 
 

限られた財源と人員の中で、政策効果を最大

化するためには、「何をやめるのか」という決

断が不可欠である。スクラップなくしてビルド

は成り立たない。事業見直しと行政体制改革の

実効性について問う。 

（１）廃止・縮小した事業は何か。また、職員配

置の見直しはどこまで踏み込んだのか。 
（２）本市における「事業をやめる基準」は明確

に存在するのか。それは誰が責任を持って決

断する仕組みとなっているのか。 
 

限られた人員と時間の中で、検証と改善を繰

り返していくためには、従来型の業務の在り方

を見直し、生産性を高める取組が不可欠だと考

える。 

（１）開庁時間変更等の働き方改革は、時間外勤

務の削減にとどまらず、政策立案力や事業評

価力の向上につながるのか。 
（２）ＤＸ推進事業や証明書のコンビニ交付拡充

は、単なるシステム更新にとどまらず、デー

タに基づく政策形成や迅速な意思決定にど

のように結びついているのか。 
（３）生成ＡＩの導入検討状況と今後の方針は。 
 

物価高騰や国の共生交付金制度見直しによ

り、市民生活を取り巻く環境は不確実性を増し

ている。単発的対応ではなく、持続可能な重層

的支援体制をどのように構築するのか。本市の

覚悟と戦略を確認する。 

（１）物価高騰の影響をどのように把握している

のか。単発給付にとどまらない持続的支援策

はあるのか。 
（２）国依存ではない、本市独自の支援策の方向

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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５　高齢化対策

について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６　中山間地域

における過疎化

対策について 
 

 

 

 

 

 

 

 

７　防災・減災

対策について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８　子育て支

援・少子化対策

について 
 

 

 

性はどうか。 
（３）本市は、今回の交付金削減の情報をどのよ

うに受け止め、どの程度の影響が見込まれる

と分析しているのか。 
（４）引きこもりやヤングケアラーなど複合課題

を抱える住民への支援を持続的に確保する

ため、単年度補助金に依存しない長期的・安

定的な支援体制をどのように構築していく

のか。 
 

高齢化は日本全体の課題であると同時に、地

域を支える力でもあると考える。今こそ「高齢

者＝支えられる存在」という固定観念を超え、

高齢化を前提としたまちの持続可能性戦略をど

のように描いているのかを問う。 

（１）本市の高齢化を前提とした中長期ビジョン

は明確に示されているのか。健康寿命延伸施

策は十分だと考えるのか。 
（２）医療・介護・交通・防災の分野を横断した

政策設計の現状と課題は。 
 

 

都市部と中山間地域を併せ持つ本市におい

て、山間地域の持続可能性は自治体経営の根幹

に関わる課題である。人口減少が進む中、将来

像をどのように描き、集落維持に向けた実効性

ある支援策を構築していくのかを問う。 

（１）山間地域の持続可能性について、市として

どのような将来像を描いているのか。 
（２）畑野町や西別院町等の若者による主体的地

域活動に対し、継続的支援を強化するべきだ

と考えるが見解は。 
 

行政改革の目的は効率化ではなく、市民の命

を守る体制の強化である。自然災害の頻発と高

齢化の進展を踏まえ、救急搬送体制や広域連携

拠点の整備など、中長期的な備えの現状と方向

性について問う。 

（１）雪害・豪雨時における救急搬送体制は現状

どのように確保されているのか。 
（２）高齢化に伴い増加が見込まれる救急需要に

対し、中長期的にどのような備えを講じてい

るのか。 
（３）ＪＡ京都本店跡地「かめおか防災広場」に

ついて、物資集積・避難支援・広域連携拠点

としての活用方針は。 
 

子育て支援は将来の担い手を育てる「未来へ

の投資」である。出生数減少という現実を直視

し、子どもファースト事業を軸にどのような戦

略的優先順位を描いているのかを問う。 

（１）子どもファースト事業及び少子化対策は、

令和８年度予算においてどのような優先順
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所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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９　地域経済の

持続可能性につ

いて 
 

 

 

 

 

 

 

 

１０　北陸新幹

線について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１　環境先進

都市戦略につい

て 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１２　教育政策

について 
 
 
 
 

位で位置づけられているのか。 
（２）保育人材確保策は実効性を伴う内容となっ

ているのか。 
（３）子育て世帯の市民の声をどのように把握

し、政策へ反映させているのか。 
 

持続可能な財政運営には、歳出削減だけでな

く、地域が自ら稼ぐ力を高める視点が不可欠で

ある。全国都市緑化フェアやＪＲ亀岡駅南開発

を契機として、都市ブランドと産業戦略をどの

ように結びつけるのかを問う。 

（１）全国都市緑化フェアを将来世代へのレガシ

ー形成へどのようにつなげるのか。開催後の

産業戦略と跡地利用や活用の方針は。 
（２）ＪＲ亀岡駅南側及びスタジアムを中心とし

た将来産業戦略の方向性は。 
 

交通ネットワークは都市の将来像を左右する

戦略要素である。北陸新幹線延伸計画を、本市

の産業振興・人口戦略とどのように連動させる

のか、その位置づけと意思を確認する。 

（１）北陸新幹線延伸計画のうち、亀岡市を通る

ルート案について、本市における位置づけ

と、今後、国・関係機関へ働きかけを行って

いく方針はあるのか。 
（２）産業振興・観光振興・定住促進を見据えた

都市ビジョンをどのように描いているのか。 
 

環境政策は理念の提示にとどまらず、経済や

定住戦略と結びついてこそ本市の持続可能性を

高めると考える。掲げる環境先進都市ブランド

を、どのように都市戦略の中核へつないでいく

のかを問う。 

（１）環境先進都市ブランドを移住促進・企業誘

致・若年層定住戦略にどのように結びつける

のか。 
本市の「環境先進都市」を目指す施策の中で

実施されているふれあい収集は、単なる資源回

収にとどまらず、高齢者の安否確認や生活状況

把握といった福祉的機能も担っている。環境施

策と高齢福祉施策を連携させることは、地域課

題の解決と持続可能なまちづくりにつながると

考える。 

（２）ふれあい収集の環境施策と高齢福祉施策を

効果的に連携させる方針や具体的取組につ

いて、市としてどのように考えているのか。 
 

人への投資こそがまちの未来を決定づける。

教員の多忙化や不登校の増加という現実を踏ま

え、教育の質の向上と本市独自の人材育成戦略

をどのように構築しているのかを確認する。 

（１）教員の働き方改革は、業務削減という実効

的な形で進んでいるのか。 
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（２）不登校の現状と今年度の支援体制は。 
（３）自然教育を環境先進都市の人材育成戦略と

して、どのように位置づけ、その成果をどの

ように検証しているのか。 
（４）本市が目指す「亀岡らしい教育」とは何か。

その理念と具体策は。 

 

 

 

 

 

 

 3 山木　裕也 

3 月 3日(火) 

14：30～ 

 

※代表質問 

（一括） 

１　令和８年度

予算について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どもファ

ースト宣言施策

の実効性につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育館の空

調設備について 

 

 

 

 

 

令和８年度当初予算は、一般会計４６４億２,

７００万円、特別会計３１８億７,００７万円、

合計７８２億９,７０７万円と８年ぶりの減額編

成となったが、依然として過去２番目の規模で

あり、市政運営への強い意思が示された予算で

あると受け止めている。一方で、今後の持続可

能な財政運営と成果の明確化がますます重要に

なると考える。そこで、以下について問う。 

（１）本予算編成において特に重視した基本方

針及び重点施策は何か。 

（２）近年の一般会計規模の推移を踏まえ、財

政の持続可能性についてどのように評価し

ているか。 

（３）ふるさと納税３５億円の積算根拠及び、

その成果をどのように市民サービス向上に

つなげていくのか。 

（４）限られた財源の中で、重点投資分野をど

のような観点で選定したのか。 

 

本市は「子どもファースト宣言」を掲げ、施

策を展開しているが、理念を成果につなげ、市

民が実感できる施策とするためには、効果の把

握と見える化が不可欠である。そこで、以下に

ついて問う。 

（１）（仮称）キッズステーション整備事業に

ついて、どの程度の利用を見込み、子ども

や保護者にとってどのような効果を目指し

ているのか。また、その成果をどのように

把握していくのか。 

（２）令和７年９月議会において原野議員から

質問のあった、ガレリアかめおか 1 階「ぱ

すてるスイーツ」の夏季暑さ対策につい

て、その後の検討経過及び現在の進捗状況

並びに今後の具体的な対応方針はどうか。 

（３）ＡＬＴ増員について、児童生徒の英語力

向上や教育環境改善にどのような効果を期

待しているのか。また、その成果をどのよ

うに測定していくのか。 

 

猛暑の常態化及び避難所機能強化の観点から、

体育館環境整備の必要性は高まっている。安全確

保及び防災機能強化の視点から、以下について問

う。 

（１）市内小・中・義務教育学校での体育館の空

調設置状況はどうか。 
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所管部長 
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（２）体育館利用中の熱中症による救急搬送事例

はあるか。 

（３）体育館空調整備を避難所機能強化の中でど

のように位置付けているか。 

（４）段階的整備計画を策定する考えはあるか。 

 

昨年度、全小学校において不審者対応訓練が実

施され、新型防犯用具が導入されたことは高く

評価するものである。しかしながら、安全対策

は単年度の取組にとどまらせることなく、制度

として定着させ、さらに本格的な訓練を継続的

かつ計画的に実施していくことが重要であると

考える。そこで、以下について問う。 

（１）不審者対応訓練の実施状況及び新型防犯　

用具の配備・活用状況の現状はどうか。 

（２）安全対策を継続的に実施していく上での　

課題をどのように認識しているか。 

（３）警察等関係機関と連携した不審者対応訓　

練を制度として定着させ、継続的に実施する

体制を構築する考えはあるか。 

 

　高齢化に伴い、買物支援をはじめとする生活

支援施策の重要性は一層高まっている。移動販

売事業は大きな成果を上げており、また来年度

から「ふれあい収集・高齢者支援モデル事業」

が開始される予定である。しかし、これらを個

別施策として実施するだけではなく、将来にわ

たり持続可能な生活支援体制として制度設計す

る視点が重要であると考える。そこで、以下に

ついて問う。 

（１）移動販売事業及びふれあい収集事業につ　

いて、将来的な財源確保や人手不足などの課

題をどのように認識しているか。 

（２）サービス提供地域の偏在や空白地域の状況

をどのように把握し、地域間格差の解消に取

り組むのか。 

（３）移動販売やふれあい収集に、見守り機能や

福祉相談機能を制度的に組み込み、地域包括

支援センター等と連携する仕組みを構築する

考えはあるか。 

（４）今後、行政主体にとどまらず、各自治会や

地域団体、民間事業者が参画し、有償で高齢

者支援を担う仕組みを制度化する考えはある

か。 

 

本市は市域の多くを山林が占めており、竹林

整備を含む森林管理は防災及び環境保全の観点

から重要な政策課題である。河原林地区におい

て竹林整備が着工されたことは前進であるが、

全市的戦略と財源の透明性が求められる。そこ

で、以下について問う。 

（１）河原林地区竹林整備の進捗状況、整備面　

積及び完了見込みは。 
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７　ハーフマラ

ソンの今後の戦

略的展開につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）整備後の維持管理体制及び再発防止策は。 

（３）市内全体の放置竹林対策における課題は。 

 

　京都亀岡ハーフマラソン大会は本市を代表す

るスポーツイベントであるが、人口減少社会に

おいては、交流人口拡大及び地域経済活性化に

資する戦略的展開が求められる。とりわけ、日

帰り型イベントから宿泊を伴う滞在型イベント

へ発展させることは、経済波及効果の向上に直

結すると考える。スポーツツーリズムの推進及

び京都丹波ブランドとの連動の観点から、以下

について問う。 

（１）直近３年間の参加者数推移及び市外参加　

者割合はどうか。 

（２）大会による経済波及効果について試算して

いるか。また、宿泊を伴う参加者の割合は把

握しているか。 

（３）観光振興施策及び京都丹波ブランド戦略と

連動し、前日・当日を含めた滞在型プログラ

ムを構築する考えはあるか。 

（４）トレイルランやファミリーラン等を組み合

わせた複合型スポーツイベントへの発展を検

討してみてはどうか。 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 4 三上　　泉 

3 月 3日(火) 

16：00～ 

 

※代表質問 

（一括） 

１　市長の政治

姿勢について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年に入り、日本内外の情勢は激動してい

る。新年早々、アメリカによるベネズエラへの

軍事介入は、国連事務総長が懸念する声明を発

表したとおり、力による現状変更にほかなら

ず、国際法の原則が尊重されていない事態であ

る。テロや重大犯罪で自国が脅かされるおそれ

のある場合は武力行使が許容されるかの風潮が

高まる中、事務総長は、「ベネズエラの状況と

は別に、これらのでき事は危険な前例となる」

と警鐘を鳴らしている。また、アメリカトラン

プ政権による、デンマーク自治領グリーンラン

ドの領有要求は、多くの国から非難の声が上が

っている。一方、国内では、アメリカの要求に

応え、防衛費だけを異常に増額させる高市政権

が、積極財政の名のもとに赤字国債を増やすこ

とで円安が加速し、株価は上がるものの、物価

高騰に歯止めがかからず、国民の暮らしはさら

に厳しさを増し、貧富の格差はさらに広がって

いる。本市では、高い理想や理念のもと、様々

な「宣言」がなされており、そう遠くない将来

を期限とした、各宣言の目指すゴールに向かう

具体的施策が求められている。しかし、それら

は、今を生きる市民の暮らしや安全を守ること

と重なり合いながら進められることが求められ

ている。市長が示した施政方針や、第５次総合

計画に基づく予算編成方針に対し、以下の点で

その姿勢を問う。なお、「将来へのまちづくり

の方向性として」で始まる質問に対しては、短

い期間での可否や財源論に基づく是非ではな

市長 

教育長 

所管部長 
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く、各宣言等の理念に基づく長期的なまちづく

りを見通し、可能性を追求する立場での答弁を

求める。それ以外の質問項目は、市民の声や願

いをもとにした緊急に検討を要するものとし

て、誠実に答えられたい。 

（１）アメリカによるベネズエラへの力による

現状変更に対して、世界連邦非核平和都市

を宣言している本市として、いかなる場合

でも力による現状変更は認められないとい

う立場で声明を出すなど、世界に対して平

和を求める発信をすべきではないか。 

（２）円安や物価高騰による、市民や事業者の

経済的状況をどのようにとらえているか。 

（３）経済的弱者に対する持続的な支援が求め

られているが、それらの施策充実に対する

所見は。 

市長は、北陸新幹線の「亀岡ルート」の実現

並びに本市への「新駅設置」を正式に要望する

ことを表明した。 

（４）市長の言う「亀岡ルート」とは、敦賀か

ら亀岡までをどのようなコースで延伸させ

ることを想定しているのか。 

（５）市長の言う「豊かな自然環境への影響や

費用負担など、決して少なくはない克服す

べき課題」とは具体的にどの程度のものを

想定しているのか。 

（６）市長が言う「本市の将来像に大きなチャ

ンスをもたらす秘めた可能性」と「決して

少なくない克服すべき課題」とを比較し包

括的にみて、「亀岡ルート」実現は、市民

福祉の増進にとって本当にプラスとなるの

か。 

今年、市が総力を上げて取り組まれる「第４

３回全国都市緑化フェアｉｎ京都丹波」は、亀

岡市や京都丹波地域の魅力を全国や世界に発信

する機会としているが、市民生活にとってもプ

ラスになるものでなければならない。 

（７）本市が使う事業費の総額はどのようにな

る見込みか。 

（８）各会場となる場所での整備や工事が始ま

っているが、全体として余裕をもって完

成・完了するのか。 

（９）会場やその周辺の整備で、普段から会場

となる施設を利用する市民の意見を踏まえ

た施設等の整備がどの程度できるか。以下

の点を例に挙げて問う。 

①亀岡運動公園の周囲を巡らすフェンス等に

かなり傷んでいる箇所があり、見栄えが悪

いだけでなく危険であるが、それらはどう

なるのか。 

②壁打ちコートの防球ネットの修繕、トイレ

の洋式化と増設、日陰や雨除けになるあず

まやの増設、更衣室の整備やシャワー室の
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設置など、テニスコートや野球場を利用す

る市民の要望に応える整備も同時に行えな

いか。 

（１０）会場となる京都・亀岡保津川公園に、

亀岡市の鳥となったコウノトリの巣塔を造

るといわれているが、食物連鎖の頂点にあ

るコウノトリは魚やドジョウを大量に捕食

する。アユモドキの生育に多大な影響が出

ないか心配であるが、多くの専門家による

助言を受けた上で検討されたのか。 

令和５年２月に発せられた「オーガニックビ

レッジ宣言」の理念や取組の方向性については

大いに評価するものであり、学校給食が全て有

機米提供できるようになることを期待し、さら

に地域商社の取組とも相まって「稼ぐ力」のエ

ンジンとなることもよいことであるが、有機米

の収穫量は低く、なかなか苦戦されている営農

者も少なくないと聞く。 

（１１）有機米・野菜の生産の現状と課題は。 

（１２）将来へのまちづくりの方向性として、

継続的に営農できるように、昨年１２月議

会で片山議員が提案した、米作への支援金

や奨励金など営農者を支援する市独自の施

策を導入・充実させるべきではないか。 

「かめおか脱炭素宣言」「かめおかプラスチ

ックごみゼロ宣言」の目標達成に向け、従前か

ら、「使う責任」だけでなく「つくる責任」を

問うような取組が必要であると訴えてきた。そ

れをなくして目標達成はあり得ないと考える。 

（１３）市長やエコロジックミュージアムプロ

ジェクト内で「つくる責任」についての具

体化について、どのように議論されている

か。 

（１４）将来へのまちづくりの方向性として、

無公害自動車購入に対する独自支援金、制

度としてではなくとも、自主的な自動販売

機の撤去や、社会実験として店舗の一区画

に、プラスチック容器やラッピング、ビニ

ール袋などを用いず、購買者に容器を持参

してもらい量り売りをするコーナーを設け

るなどの取組を行って検証してみてはどう

か。 

（１５）将来へのまちづくりの方向性として、

有機農業の推進や、脱炭素、プラスチック

ごみゼロ宣言の目標達成に向け、かめおか

エコロジックテクノロジーパーク（仮称）

として、それらに関連する企業に絞った企

業団地の誘致と連携を行ってはどうか。 

（１６）将来へのまちづくりの方向性として、

ごみの埋立ても焼却もしないまちを目指

し、新たな施設をつくらないことになって

いるが、ごみの減量、ゼロを目指すととも

に、どうしても生じるごみの処分につい
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２　子どもたち

への豊かな教育

環境整備につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

て、近隣自治体との連携が言われている

が、具体的な見通しは。 

これまで議会の場で「移動権は生存権であ

る」と訴えてきた。市長はじめ理事者もその考

え方には賛同していると認識している。現時点

においては、ＪＲ、バス・タクシーの事業者な

どと連携する中で、地域公共交通会議で計画を

立てており、同時に地域住民の移動手段の確保

として地域主体型交通を推奨しているが、そう

遠くない将来において、持続可能な新たな交通

体系を市が主導して構築していく必要があるの

ではないかと考える。 

（１７）クロスセクターベネフィットの考え方

に基づく、地方公共団体による公共交通へ

の費用提供（無償化など）に対する所見

は。 

（１８）将来へのまちづくりの方向性として、

脱車社会を目指し、教育分野・福祉分野の

ニーズにも対応する、環境に優しい地域公

共交通システムとして、低・無公害小型車

によるデマンド型無償交通を、市が主体に

なって行うことを長期的計画として検討し

てはどうか。 

（１９）当面する課題として、市民からの要望

が強い、乗換えなしで市役所やガレリアか

めおかなど市街地中心まで行ける、コミュ

ニティバスやふるさとバスの運行は何故実

現できないのか。 

 

子どもファーストを掲げる本市として、子ど

もたちの豊かな成長発達と安全・安心の学校生

活を保障する教育環境の充実が望まれている。 

（１）児童生徒、家庭、教職員の負担軽減のた

めにも育親学園の通学バスはもう 1 台必要

である。早急に解決できないのか。 

（２）タブレット端末導入以降、学校現場から

は、タブレットを多用することで、「鉛筆

がちゃんと持てない」「文字がきちんと書

けない」「漢字が覚えられない」「聞く力

が弱くなっている」などの声が聞こえてく

る。海外では、教科書をタブレット端末か

ら全て紙媒体に変えた国もある。タブレッ

ト端末による学習指導の効果（功罪）につ

いて、発達段階別にしっかりと検証すべき

ではないか。 

（３）特別支援学級に入級する児童生徒や、特

別支援学校に就学する児童生徒が増えてい

る。特に本市は顕著にその傾向がある。発

達検査を受けたくても順番が回ってこなく

て、やっと診断が出ても次年度からの入級

や就学は無理だと言われて困っている保護

者もある。現状の把握と今後の支援の方向

性は。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

所管部長 
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 5 山本由美子 

3 月 4 日(水) 

10：00～ 

 

※代表質問 

（一括） 

１　安全で安心

して暮らせるま

ちづくりについ

て 

 

 

 

 

 

 

２　子育て・福

祉・健康のまち

づくりについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３　豊かな学び

と文化を育むま

ちづくりについ

て　 

 

 

 

 

 

 

　東日本大震災の発災から１５年を迎えようと

している。今なお、全国で自然災害が頻発・激

甚化している現状があり、さらなる防災対策が

重要と考える。 

（１）過去の教訓を風化させることなく、ま

た、国際安全都市を宣言した本市として、

さらなる「安全・安心なまちづくり」を推

進することについて、具体的な取組も含め

市長の思いを伺う。 

 

言語の理解能力や社会性が高まる時期である

５歳児に対して健康診査を実施し、精神や社会

性の発達の評価をあわせて行うことで、子ども

の特性を早期に発見し適切な支援につながると

考える。幼児の健康保持及び増進を図ることは

極めて重要である。 

（１）５歳児健診の導入に当たっては、医療・保

健・福祉・教育が一体となったフォローアッ

プ体制の構築が不可欠とされている。実施に

当たり、どのように支援体制を強化し、実効

性を担保していく考えか。 
　高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けるため

に多様な実施主体による生活支援サービスが令

和８年度にモデル事業として展開される。 

（２）高齢者支援モデル事業実施の背景と趣旨

は。 
（３）多様な実施主体による高齢者支援とある　　

が、想定される実施主体やサービス内容、対

象者は。 
（４）生活支援サービスの提供体制をどのように

構築していくのか。 
（５）本事業は『モデル事業』との位置づけであ

るが、本格実施へと移行する際の、具体的な

判断基準は。 
加齢性難聴を放置して意思疎通が難しくなれ

ば、認知機能の低下やうつ、社会的孤立につな

がるリスクが高まるとされており早期の支援が

求められている。 

（６）補聴器購入費用を助成することで、積極的

な社会参加や地域交流を促すとあるが、具体

的な支援の内容と適切に利用し続けるため

の仕組みは。 
 

学校給食は、子どもたちの健やかな成長を支

えるとともに、食への理解を深める食育の重要

な場でもある。今般、給食費を実質支援する国

の新たな仕組みが導入されることは、保護者の

経済的負担の軽減と子育て支援に注力する自治

体を後押しするのみならず、給食のさらなる質

の向上に向けた取組を加速するものとして、期

待が寄せられている。 

（１）２０２６年度において、児童一人当たり、

１か月５，２００円の補助基準額を超える部

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 
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４　地球にやさ

しい環境先進都

市づくりについ

て 

 

 

 

 

５　活力あるに

ぎわいのまちづ

くりについて 

 

 

 

 

 

６　全国都市緑

化フェアｉｎ京

都丹波について 

 

 

 

 

 

 

 

分については、学校給食法に基づき、引き続

き、保護者から給食費を徴収することが可能

であるが本市の考えは。 
（２）重度のアレルギーなどの事情で給食を喫食

していない児童への対応については学校設

置者の判断に委ねられている。国からの支援

額が給食実施校の在籍児童数に基づいて積

算されることを踏まえ、本市における現在の

検討状況と今後の支援の在り方について見

解は。 
（３）国からの支援金について各自治体での適正

な管理が求められる中、本市における学校給

食費の公会計化に関する検討状況と実施に

向けた今後の見通しは。 
（４）給食の質向上に向けた取組も求められてい

るが、本市の現状と今後の取組方針は。 
学校体育館は子どもたちの教育の場であり、　 

災害時には地域住民の生命を守る避難所として

も重要な役割を担う。空調整備を加速させ、児

童生徒並びに避難者も安心して過ごせる環境を

整えることが重要である。 

（５）学校体育館の空調設備の整備完了に向け、

優先順位や空調方式なども含め、どのような

計画で進めていくのか。また、早期にトイレ

の洋式化を望む声も多く聞くが、現在の進捗

と今後の見通しは。 
 
　少子高齢化をはじめとする社会状況の変化に

より、多くの地域でコミュニティの衰退が課題

となっている中、資源回収を入口に地域の方々

が集う交流拠点が整備される。 

（１）この事業にはどのような意義が込められ、

地域住民が集うための仕掛けを、今後どのよ

うに展開・波及させていく考えなのか。 
 

令和８年度より本市では地域商社「ＯＮＥか

めおか」が本格始動し、有機・自然・環境を軸

に地域資源の収益化に向けての取組が始まる。 

（１）戦略的なマーケティングや販路開拓など、

収益性を確保するための具体的な「攻め」の

手立て及び地域商社としての真価をいかに発

揮していくのか、今後の展望と決意は。 
 
本年９月１８日には、国内最大級となる花と

緑の祭典「第４３回全国都市緑化フェアｉｎ京

都丹波」が開幕する。京都・亀岡保津川公園や

亀岡運動公園などを最大限に活用し、「環境」

「食農」「芸術」をテーマに、本市が誇る豊か

な自然環境や多彩な魅力を全国に発信する絶好

の機会となる。この緑化フェアを、単なるイベ

ントにとどめることなく、地域全体の活性化と

輝かしい未来へとつなげていくことが期待され

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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７　介護人材の

すそ野拡大に向

けた取組につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）市民一人ひとりが「おもてなし」の主役と

なれるよう、どのような参加型プログラムを

用意し、市民のシビックプライドを高めてい

くのか。 
（２）市内の小・中・義務教育学校の児童生徒が、

この緑化フェアを通じて郷土の自然環境や

文化を学ぶ機会をどのように創出する考え

なのか。 
（３）近隣自治体との広域周遊を促進する上で、

二次交通の利便性や移動コストの負担が課

題となる。特に、鉄道の利用環境のスマート

化や、高速道路を活用した広域的なアクセス

支援について、現在の取組と関係機関への働

きかけは。 
（４）緑化フェアで紹介される地元の農産物や食

文化を、一過性の販売で終わらせない仕組み

作りについて考えは。 
（５）緑化フェアのような大規模イベントにおい

て課題の一つが日帰り客をいかに滞在（宿

泊）につなげるかである。地域経済への波及

効果を最大化する観点から、夜間も楽しめる

ナイトイベントを考えられないか。 
（６）会場となった公園や整備されたインフラ

を、閉幕後にどのように維持管理し、利活用

していくのか。 
（７）開幕に向けて、改めて緑化フェアが紡ぐ市

民の幸福な未来と、このまちの可能性につい

て市長の思いは。 
 
超高齢社会の日本では、介護の担い手不足が

深刻な社会問題になっている。２０４０年には

介護職員が約５７万人足りなくなると見込まれ

ている中、無資格・未経験や空き時間を持つ

方々の力を介護現場において生かす仕組みづく

りが注目されている。 

（１）介護人材の不足や、将来に向けた介護施策

の在り方について、本市としてどのように認

識しているのか。また、その対応は。 
（２）介護職員の業務負担軽減の観点から、無資

格・未経験者による周辺業務の担い手確保の

必要性について考えは。 
（３）福祉業界の人手不足が深刻化する中、介護

など福祉事業所と、地域の有償ボランティア

をインターネット上でつなぐマッチングサ

ービス「スケッター」事業が注目されている。

介護にかかる関係人口を拡げるため、この仕

組みの導入を検討すべきと考えるがどうか。 
（４）厚生労働省の令和８年度予算概算要求にお

いて、新規事業として「介護未経験者から介

護の担い手となるまでの一体的支援事業」が

示されている。こうした国の動きを踏まえ、

本市としても当該補助金の活用を視野に入

れ、介護人材の確保に向けた取組を推進すべ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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８　亀岡市立病

院での新たな取

組について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きと考えるが、見解は。 
 
　亀岡市立病院では、乳がん早期発見のための

新たな選択肢として「無痛ＭＲＩ乳がん検診」

の導入に向け準備が進められている。これによ

り、市民の生命と健康を守るための取組がさら

に前進することが期待されている。 

（１）対策型検診においてはマンモグラフィ検査

が基準となっているが、その上で今回、新た

に「無痛ＭＲＩ乳がん検診」を導入する目的

と今後どのように両検査を並行・補完させて

いくのか。 
（２）検診料の設定や、市独自の検診助成制度に

ついてはどのように検討しているのか。 
（３）平日、仕事を持つ現役世代も受診できるよ

うに、検査日時の設定や予約システムの簡略

化など、利便性向上への考えは。 
（４）「痛くない」「見られない」といったメリッ

トを、どのように市民へ周知していくのか。 
（５）市民の健康を守るとともに、病院のブラン

ド力を高めることについて見解は。 

 

 

市長 

病院事業管理者 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 6 菱田　光紀 

3 月 4日(水) 

13：00～ 

 

※代表質問 

（一括） 

１　市長の政治

姿勢について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２２年にカナダのモントリオールで開催

された国連生物多様性条約第１５回締約国会議

（ＣОＰ１５）において、２０３０年までに生

物多様性の損失を止め、回復軌道に乗せるとい

う方向性が国際的に明確にされた。そういった

中、ネイチャーポジティブ（自然再興）という

言葉が注目されつつある。一方で、グリーンイ

ンフラという言葉が定着し、ネイチャーポジテ

ィブ実現において重要な役割を担うといわれて

いる。こういった時代の流れの中で本年、「第

４３回全国都市緑化フェアｉｎ京都丹波」が地

方都市で初めて開催される。この地方都市なら

ではの豊かな自然や文化などを通して都市部に

はない癒しや生物多様性の取組が感じられる仕

掛けが必要である。私は、令和７年１２月議会

の一般質問で市の鳥「コウノトリ」の生息環境

を整えることを通して生物多様性に取り組むべ

きと提案した。 

（１）「第４３回全国都市緑化フェアｉｎ京都

丹波」を通して来場者にどのように亀岡の

自然の豊かさを伝えようとしているのか。 

（２）この事業に対して市民の関心度はまだま

だ高まっていないという声を耳にするが、

市民の関心度をどのようにして高めるの

か。 

（３）市民の関心度を高めるには、いかに市民

参加を促すかも大事だと思うが、市民を巻

き込むための手法は。 

（４）ネイチャーポジティブの視点からの緑化

フェアであってほしいと願うが、そのよう

な思いは加味されているのか。 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



18 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２　庁舎西側出

入口の自動ドア

設置について 

 

 

 

 

 

 

（５）ネイチャーポジティブへの取組は、企業

の関心度も高い。このことは、市長のトッ

プセールスに組み込まれているのか。 

国土交通省は、「グリーンインフラ推進戦略

２０３０」において、グリーンインフラを「自

然の多様な機能を活用した社会資本」と位置づ

けている。また、２０２７年に横浜市で開催さ

れる国際園芸博覧会（横浜花博）は、ＮｂＳ

（自然を活用した解決策）がテーマとなってい

る。 

（６）緑化フェアと相互協力されると聞く横浜

花博に先立ってグリーンインフラの整備計

画を明確にすべきと考えるが所見は。 

「推し活」というものがある。この緑化フェ

アを通して亀岡に向けての「推し活」をしても

らえるような取組が必要である。 

（７）自然、環境、観光や農業、伝統文化など

を通して「推し活」につながる取組を実施

してはどうかと考えるが所見は。 

全国で２番目にオーガニックビレッジ宣言を

行った亀岡市として、桂川市長は、「オーガニ

ックビレッジ全国首長の会（仮称）」の設立準

備を進めておられると所信で述べられた。 

（８）具体的にどのように取り組まれるのか。 

京都サンガＦ.Ｃ.のクラブハウスや練習場の

誘致に向けて検討されている。 

（９）現状はどのようになっているのか。 

（１０）候補地選定後の進め方は。 

（１１）完成までの予定期間は。 

（１２）スポーツ観光にどのようにつなげるの

か。 

北陸新幹線整備計画に関して「与党整備新幹

線建設推進プロジェクトチーム」では、延伸ル

ート８案が挙がっている。 

（１３）「亀岡ルート」を検討すべきとの発言

について市長の思いは。 

市長は、世界連邦都市宣言を行った自治体で

構成されている世界連邦宣言自治体全国協議会

会長を綾部市長から引き継がれた。 

（１４）会長として他の宣言自治体に今後どの

ように働きかけるのか。 

（１５）亀岡市民への意識醸成にどのように取

り組むのか。 

 

市役所庁舎西側に思いやり駐車場が整備され

ている。そこから庁舎への出入り口として一番

近い庁舎西側の入り口ドアが重く、大きな障害

となっている。 

（１）この入り口のドアを自動ドアにできない

のか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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 ３　期日前投票

所の対応につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先般、衆議院議員総選挙が執行された。投票

日が雪予報ということもあって、全国的に期日

前投票が増え、本市も例外ではなかった。投票

日の前日、前々日などは駐車場も満車に近い状

態が続き、投票所への入場にも大きな行列がで

きていた。 

（１）期日前投票における前回の衆議院議員総

選挙や昨夏の参議院議員通常選挙時と期日

前投票も含めたそれぞれの投票状況の比較

はどうであったか。 

（２）入場を待つ有権者のために市民ホール入　

り口に椅子の準備はできなかったのか。 

市長 

所管部長 

選挙管理委員会委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 7 浅田　晴彦 

3 月 4日(水) 

14：30～ 

 

※一問一答 

１　全国都市緑

化フェアについ

て 

 

 

 

 

 

 

２　亀岡市内の

桜について 

 

 

 

 

 

 

 

３　プラごみの

分別について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４　歩道の街路

樹について 

 

 

 

 

 

　令和８年９月１８日から１１月８日まで開催

される第４３回全国都市緑化フェアｉｎ京都丹

波は、緑ある素敵なまちづくりを目指す大規模

なイベントであり、現在、それぞれの地域にお

いて整備が進んでいる。 

（１）各会場の花を維持する方法として、イベ

ント協力員を募集して緑化の維持管理をし

ていただいてはどうか。 

　 

　亀岡市内の桜は全国でも有名になってきてい

る。桜並木をクビアカツヤカミキリから守るた

め、京都市では、「パトロールボランティア」

を募集し、早期発見を目指して取組が進められ

ている。 

（１）亀岡市でも桜守や桜の保存活動をされて

いる皆さんだけではなく、亀岡市民へ広く

呼びかけパトロールを実施してはどうか。 

 

亀岡市議会は、去る１月１９日に「環境先進

都市を目指す亀岡市の取組」をテーマに、環境

先進都市推進部の山内部長とトヨタ紡織株式会

社 カーボンニュートラル環境センターＣＮ推進

室室長　羽柴正典氏にお越しいただき意見交換

を行った。分別されたプラスチックごみのリサ

イクル利用の現状について話をする中で、分別

されたプラスチックごみをリサイクルする段階

で、プラスチックごみからアルミ箔を取り除く

ことが一番大変であるとのことであった。 

（１）その対策として、亀岡市で現在、取り組

んでいるプラスチックごみの分別をさらに

進め、アルミ箔付きプラスチックごみを分

別していく取組を進めてはどうか。 

 

市道川東線及び府道郷ノ口余部線沿いの歩道

は、街路樹が成長し大きく根上がりしており、

歩行者や自転車が通行する際、危険に感じる箇

所が多いため、早期に点検し改修工事を実施し

ていただきたい。 

（１）街路樹の根本にコンクリート仕切りと鉄

板プレートが浮き上がっている箇所があ

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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５　亀岡市内の

交差点について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６　学校におけ

る教育環境の整

備について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

り、大変危険であるため、現場を点検して

早急に撤去できないか。 

 

市道及び府道の各交差点においては、車道と

歩道の段差が大きく、三輪自転車では乗り越え

にくく、毎回自転車から降りているという声を

聞く。 

（１）自転車から降りることなく走行できる交

差点に改良できないか。 

（２）現在、交差点の仕切りが大きなアール形

状になっているが、今後はできるだけ直線

部分を多く角だけアール形状に施工できな

いか。 

 

近年、全国の学校で発生した盗撮事件やいじ

め問題がＳＮＳやメディア等で取り上げられて

いる。 

（１）亀岡市教育委員会や学校現場では、児童

生徒の盗撮事件の対策として、どのような

ことに取り組んでいるのか。 

（２）亀岡市内の小・中・義務教育学校では、

携帯電話の所有や学校への持ち込みについ

てどのような取り決めを行っているのか。 

（３）亀岡市内の小・中・義務教育学校におい

て、これまで盗撮カメラ等の点検や調査を

実施したことはあるのか。 

（４）これまで、児童生徒が安心して教育を受

けることができる教育環境の整備につい

て、保護者や関係者に説明を行ってきたの

か。また、今後は点検や調査の結果報告等

も含め、定期的に説明の場を設ける計画は

あるのか。 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 8 松山　雅行 

3 月 4日(水) 

15：15～ 

 

※一問一答 

１ ＪＲ千代川

駅の整備につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

２　消防団ポン

プ格納庫整備に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

平成２５年に策定された亀岡市バリアフリー

基本構想（千代川駅周辺地区）において、快適

な生活を支えるまちづくりのために鋭意取組を

進めている。また、駅を基軸としたにぎわい創

出など、まちづくりに地元も期待を寄せてい

る。今後のビジョンについて問う。 

（１）東西自由通路の整備における現在の進捗

は。 
（２）駅舎の改修についての今後の協議状況は。 
 

消防団は地域防災の最前線を担う重要な存在

である。その活動拠点である消防団屯所は、団

員の安全確保や迅速な災害対応の観点からも、

極めて重要な施設である。市として、現状の把

握及び今後の整備について問う。 

（１）市として消防団屯所の老朽化や安全性等の

現状把握の方法は。 
（２）自治会、地元区、消防団から整備等の要望

が提出された場合、千代川分団１部１班、２

班の消防団屯所の現状と積載車配備等の対

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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３　北陸新幹線

新大阪延伸計画

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４　大阪・関西

万博のレガシー

継承について 

 

 

 

 

 

 

 

 

５　小学校給食

無償化について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

策は、どのように考えているか。 
 

　自由民主党・日本維新の会の与党整備新幹線

建設推進プロジェクトチームにおいて、「亀岡

ルート」「中間駅設置」も含めた８つのルート

が検証されている。市長も本市、南丹市、京丹

波町全体で合意形成を図っていきながら、２０

年３０年後の未来を見据えたグランドデザイン

を描いていくと施政方針演説でもあった。 

（１）現在の基幹交通整備促進協議会から、「北

陸新幹線の整備促進協議会」のみ再度単体で

設立する考えであるのか。 
（２）市民、行政、経済界も含めオール亀岡、オ

ール京都丹波で２０年先を見据えたグラン

ドデザインを描き、会議等の開催を考えてい

るか。 
 

１５８もの国や地域が１８４日間集い、２５

５７万人の一般来場者が訪れた大阪・関西万博

であったが、本市においても万博の機会を通じ

て、他国や他地域、多くの交流や連携が生まれ

た。新たな挑戦や交流の広がりをレガシーとし

て残していく考えについて問う。 

（１）大屋根リングの梁活用をはじめとした、

レガシー継承について本市の取組は。 

（２）ミャクミャクファンミーティングを本市で

も開催してはどうか。 
 

令和７年１２月１８日に自由民主党、日本維

新の会、公明党で締結された三党合意に基づく

学校給食費の抜本的な負担軽減（いわゆる給食

無償化）について、本市の対応について問う。 

（１）令和８年４月から国が進める小学校給食

無償化について、現時点で市として把握し

ている制度の方向性と自治体負担の考え方

は。 

（２）本市に一定の財政負担が生じる場合、年間

影響額はどの程度と試算しているのか。 
（３）本市は、物価やエネルギー高騰による給食

代の高騰分を家庭負担無しで実施している

が、無償化の目的でもある給食の質を上げて

いく手法として、どのような考えがあるか。 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 9 木村　　勲 

3 月 5 日(木) 

10：00～ 

 

※一問一答 

１　北陸新幹線

の誘致活動につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

1 月５日の新春年賀交歓会において、初夢と

し、北陸新幹線の亀岡ルートを市としてアピー

ルし、しっかりと要望するとご挨拶された。ま

た、２月２日の記者会見でも再誘致を表明され

た。今後の誘致活動について問う。 

（１）今後の活動計画は。 

（２）北陸新幹線口丹波建設促進協議会が設置

していた誘致看板は外されているが、今後

再設置の予定は。 

 

市長 

所管部長 
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２　降雪時の京

都縦貫自動車道

通行規制につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

３　降雪時のＪ

Ｒ嵯峨野線運転

見合せについて 

 

 

 

 

４　かめおか霧

のテラスについ

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

５　並河亀岡停

車場線の交通安

全対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６　自転車の交

通反則通告制度

について 

 

 

（３）ＪＲ並河駅に、昭和３９年東海道新幹線

開業当時の０系先頭車両が展示されてい

る。今まで何度も修理されているが、塗装

の剥がれやさびが発生している。今後の修

理予定は。 

 

２月８日夜から９日にかけて、雪により京都

縦貫自動車道の長岡京ＩＣから園部ＩＣが通行

止めとなり、京都市内と亀岡市内の間の通行が

できなくなった。交通規制と今後の対策につい

て問う。 

（１）通行止めの規制基準は。 

（２）園部以北は通行止めとなっていないが何

が違うのか。 

（３）ＮＥＸＣＯ西日本に対して雪対策の要望

は。 

 

　２月８日の朝に、雪によりＪＲ嵯峨野線亀岡

駅から園部間が運転見合せとなった。ＪＲ西日

本への見合せ判断に対する要望について問う。 

（１）運転見合せの基準は。 

（２）ＪＲ西日本に対し、状況を精査し見合せ

判断することを要望する考えは。 

 

今年も亀岡盆地に濃霧がかかり、亀岡カント

リークラブ入口付近にあるかめおか霧のテラス

には大勢の見学者が訪れている。経路は山道で

狭く、帰りはゴルフ場に行く車との離合も多く

危険である。３月１５日に国道４２３号法貴バ

イパスの一部が開通する。このバイパス頂上に

霧のテラスを設置することについて問う。 

（１）霧のテラスを設置し道の駅として整備す

る考えは。 

（２）立地条件は。 

 

都市計画道路並河亀岡停車場線について、約

４００メートルの第２工区は、今年夏頃の完成

予定と聞く。通学路としての安全対策について

問う。 

（１）１月２８日に安全施設等に関する地元説

明会があった。信号機や横断歩道設置の要

望に対し、公安委員会からは、現状では１

つも設置できないとの回答であった。開通

後、通学路として利用する状況になったと

きに設置される可能性は。 

（２）交差点に信号機が設置されない場合、横

断者注意喚起灯を設置する考えは。 

 

４月１日から１６歳以上の自転車運転者に交

通反則通告制度が適用される。本市の自転車運

転者に対する指導計画について問う。 

（１）市民に対し、１１３種類の違反行為の交

通指導を行う考えは。 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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  （２）自転車通勤する市職員に対する指導は。  

 10 大西　陽春 

3 月 5日(木) 

10：45～ 

 

※一問一答 

１　国民健康保

険事業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２　加齢性難聴

補聴器補助制度

について 

 

 

 

 

 

 

３　介護事業所

や利用者の支援

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４　学校給食に

ついて 

 

 

 

 

 

国民健康保険料は他の健康保険に比べて構造

的に負担が重い。市民から「払える国保料に」

との要望が強い。 

（１）令和８年２月９日に開催された「国民健

康保険運営協議会」において、来年度の国

保料率は対前年約９．１％増、１万１，２

８０円増えると聞いた。負担軽減の方法を

どのように考えているか。　　　 

（２）令和７年１２月議会において、料率の据

置きをするために基金充当だけでは足りない

場合、法定外繰入をすれば、国の交付金の減

額は約２８０万円との答弁であった。今こ

そ、法定外繰入を検討すべきでないか。 

（３）国が未就学児の均等割の５割軽減を１８

歳終了までに拡充するとしているが、本市

で国の拡充に合わせて１８歳までの均等割

をなくせないか。 

 

令和７年１２月議会の市長の答弁で「加齢性

難聴補聴器補助制度を予算化する」とあった。

制度の詳細について問う。 

（１）対象者と助成額はどのようにするのか。

また、その根拠は。 

（２）補聴器購入に当たってのケア及び購入後

のアフターケアが大切だと考えるが所見

は。 

 

厚生労働省の「２０２５年介護事業経営概況

調査」が発表された。全国で訪問介護事業所経

営が赤字や人材不足のため維持できなくなって

いる。介護事業所や利用者への本市の支援につ

いて問う。 

（１）本市が行っている以下の施策について問

う。 

①令和６年度決算によると「亀岡市外国人介護

人材雇用助成金」の利用状況は１２件であ

る。利用事業所数と各々の件数は。 
②福祉就職フェアの利用者数と就職に繋がっ

た事例を把握しているか。 
（２）訪問介護事業所に対しガソリン代の補助が

できないか。 
（３）本市独自の利用者負担軽減制度を創設でき

ないか。 
 

中学校給食については保護者から期待が寄せ

られている。学校給食がより良いものになるよ

うに以下の点について問う。 

（１）新しく整備する給食センターは、ＤＢＯ方

式でプロポーザルしている。 
①現在のセンター運営とどのように変わるの

か。 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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所管部長 
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②メリットとして財政資金の効率化と運営の

効率化が図れると令和７年１２月議会で答

弁されたが、デメリットとして考えられる要

素はないのか。 
③新センターにおいて米はどこで炊飯する計

画か。 
（２）義務教育学校「育親学園」において提供さ

れる自校有機給食について問う。 
①運営方式はどのようになるのか。 
②地産地消・有機給食の具体的な展望は。 

（３）新センターにおいても育親学園と同様に地

産地消・有機給食となる計画か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 11 冨谷加都子 

3 月 5 日(木) 

13：00～ 

 

※一問一答 

１　聴覚障がい

者への情報保障

支援について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２　地域支援事

業の報酬体系の

適正化について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　聴覚障がいや発話困難がある市民が、行政窓

口において「いつでも・どこでも・正確に」意

志疎通できる環境整備は、最優先課題である。

聴覚障がい者への情報アクセシビリティの向上

を図るため、利便性を高める手話リンクの導入

を求め質問する。 

（１）窓口における聴覚障がい者への情報保障手

段(筆談、手話通訳、ＬＩＮＥ等)の現状と、

それぞれのメリット・デメリットをどのよう

に分析しているのか。 

（２）場所を問わない連絡手段として、「電話

リレーサービス」の活用促進とともに、対

面補助として「手話リンク」を組み合わせ

ることで、隙間のない情報確保が可能と考

えるが見解は。 

（３）「手話リンク」は、専門の手話通訳者と

即時に対話することができるため、職員の

負担も軽減されると考えるが、導入を検討

する考えは。 

（４）主要窓口への試行導入(モデル事業)から

開始し、検証を行う考えは。 

 

　利用者の公平性と自立支援を両立する単価設

定を求め質問する。 

（１）要支援１・２の方が利用する通所型サー

ビスの利用実績と利用者負担額が乖離して

いる。市民からは、「なぜ、利用していな

い分まで支払う必要があるのか。」という

不満の声があるが、市の認識は。 

（２）この不公平感が原因で、サービスの利用

を控える、あるいは支払った分を無駄にし

ないために無理して通うといった「自立支

援」に逆行する実態があるが、市の認識

は。 

（３）地域支援事業は、市町村独自の裁量が認

められる。市民の納得が得られる本市独自

の適正な単価設定として、段階的な定額制

を検討すべきと考えるがどうか。 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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 ３　（仮称）キ

ッズステーショ

ンについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４　障がい者の

スポーツ振興に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２７年オープン予定の「（仮称）キッズ

ステーション」は、「ガレリアかめおかの開放

的な空間を生かし、多世代が長時間交流できる

様々な魅力を有した居場所」として全体像が示

された。そこで、市民参加型機能を備えた居場

所となることを期待し、以下についての考えを

問う。 

（１）市民が「棚主」になれるコーナーとし

て、シェア型本棚「かめおか・マイ・シェ

ルフ」(仮称)を整備する考えは。 

（２）子どもたちが選書に関われるプロジェク

トとして、「みんなでつくる蔵書」プロジ

ェクト(仮称)を導入する考えは。 

（３）屋外でも読書が楽しめる「アウトドアラ

イブラリー」を整備するため、ガレリアか

めおかの芝生ひろばなどに本を持ち出せる

よう、専用のシートやブックキャリーを用

意する考えは。 

 

障がい者の社会参加を実現する上で、スポー

ツ活動の選択肢を拡充し、機会を創出する取組

を求め質問する。 

（１）本市における障がい者スポーツ振興の現

状は。 

（２）令和６年度開催の京都亀岡ハーフマラソ

ン大会では、１０周年を祝い、日常の車椅

子で参加できる種目として「９００ｍファ

ンラン」が設けられていた。当時、エント

リーはなかったと聞くが、正式に「日常車

椅子部門」として固定化する考えは。 

（３）サンガスタジアムｂｙＫＹＯＣＥＲＡ

は、府内屈指のバリアフリー施設であり、

ｅスポーツ施設においてパラスポーツ体験

会も開催された。今後、障がい者のスポー

ツの選択肢を拡充する取組として、かめき

たサンガ広場等も含め、施設周辺の空きス

ペースを活用したニュースポーツ体験イベ

ント等を開催できないか。 

市長 

教育長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 12 小林　　仁 

3 月 5日(木) 

13：45～ 

 

※一問一答 

１　食料安全保

障について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　食料・農業・農村基本法の下に「みどりの食

料システム法」、「食料供給困難事態対策

法」、「食料システム法」が施行されている。

これまでの農業政策は「環境負荷低減」が主眼

であったが、食料の安全保障が制定され、「有

事の供給体制」と「輸入資材への依存脱却」が

強く意識されている。本市では令和５年２月に

オーガニックビレッジ宣言を行い、学校給食に

おいては地産オーガニック米の導入など全国を

リードする実績がある。この実績は、食料の安

全保障が求める「輸入肥料に頼らない強靭な農

業」そのものである。これにより、市区町村に

とっての農業施策は、産業振興だけでなく、住

市長 

所管部長 
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２　育親学園校

区のグランドデ

ザインについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

民の命を守る危機管理（安全保障）施策に格上

げされた。その取組について問う。 

（１）「食料供給困難事態対策法」の施行を受

け、これまでのオーガニック施策が、環境

施策から「地域の安全保障」の核となるこ

とに対してどう再評価するのか。 

（２）「みどりの食料システム法」などで、市

が負う責務等はどのようなものがあるの

か。その対処は。 

（３）「食料供給困難事態対策法」によると食

料不足のおそれがある場合に、国が対策本

部を設置し自治体にも協力を求めるが、平

時からの備えが重要である。本市の地域防

災計画において、災害時のみならず、資材

高騰や輸入途絶による「食料供給困難事

態」を想定した項目も追加すべきと考える

が所見は。 

（４）現在のオーガニック給食米の備蓄を、地

域内備蓄米（ローリングストック）とし

て、管理・拡充する考えはあるか。 

（５）「食料システム法」では、合理的な費用

を考慮した価格形成が一つの柱となってい

るが、オーガニック給食米の買い入れ価格

の適正化、安全保障コストとしての住民へ

の理解増進をどのように進めるのか。 

（６）地産ができない都市部自治体へ、学校給

食米と備蓄米を供給する協定を締結するこ

とは考えられないか。 

（７）食料安全保障を機能させるためには、生

産体制が必要であると考えるが、農業従事

者の高齢化と担い手不足、農村地帯の過疎

化は深刻な問題であり、補助金などの支援

より担い手の育成が課題であると考える。

市独自予算でまちおこし協力隊の確保や新

規就農者の確保はできないか。また公務員

の「農業副業」も実現できないか。 

 

亀岡市西部地区４町においては過疎化・高齢

化・少子化・若者の流出、農業後継者不足、耕

作放棄地の増加・離農の増加、また空き家・空

き地の増加や移動権の減少など課題は山積であ

る。各町の個別課題を自治会が個別に処理する

のではなく、中学校区という広域で機能を集約

すべきものは広域で組織し、自治会や区で運営

すべきものは各々がするという、市が強力にバ

ックアップする重層型ＲＭＯの構築こそが本市

の持続可能性を握る。そのための市側の覚悟と

支援策を問う。 

（１）畑野町では地域移送サービスが開始さ

れ、本市より西部地区４町への拡充が提案

されている。４町を束ねる「広域ＲＭＯ」

と専門スタッフを配置し、実務を広域で担

い各町の負担を軽減する考えはあるか。 
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所管部長 
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（２）西部地区３小学校廃校跡地の利活用につ

いて、１２月議会で令和８年度より検討部

会を開催するとの回答であった。子どもの

声と姿が消えた今、にぎわいを取り戻さな

ければならない。廃校管理を地域に押し付

けるのではなく、市が責任をもって維持し

つつ、広域ＲＭＯで「稼ぐ事業」を展開

し、にぎわいのある「トカイナカ」環境を

整えるべきと考えるが所見は。 

（３）移住定住促進について、地方移住の主な

理由は、自然豊かな環境での心豊かな暮ら

し、都会の混雑や忙しさからの解放、低コ

ストな生活の実現、そして子育て環境の改

善である。 

　①住みたいところに空き家バンク登録がない

ことも考えられるが需給の現状は。 

　②空き家・空き地の掘り起こしの手法は。 

　③移住定住の促進に対し、徳島県神山町では

ＮＰＯ法人が指定管理を受け移住交流支援

センターの運営を任されているシステムが

あるが、本市においても移住定住の相談窓

口を外部委託する考えはあるか。 

（４）宮前町猪倉にある「ききょうの里」は運

営者が高齢であり人員不足でもある。観光

客の減少により地域は益々過疎化が進行す

る。 

　①谷性寺門前地域の観光地からＲＭＯなど広

域の団体として活動する仕組みの提案はで

きないか。 

　②「ききょうの里」の課題は補助金などの資

金問題ではなく人員の問題である。ＲＭＯ

内の団体活動と位置付けることで、繁忙時

の人員募集やトリップワーカーの取り込み

なども考えられるが所見は。 

（５）補助金には期限があるため補助金ありき

の地域運営は継続しないと考える。補助金

ありきの地域運営より先に、人口減少、高

齢化地域をにぎわいのあるまちに変貌させ

ることが市政の責務と考えるが所見は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 13 大塚　建彦 

3 月 5日(木) 

14：45～ 

 

※一問一答 

１　保育体制の

将来と課題につ

いて 

 

 

 

 

 

 

　 

 

 

 

本市は、保育士の確保に向け、宿舎借り上げ

支援や奨学金返還支援など、先進的な取組を進

めている。一方で、特に 1 歳児においては、保

育所の入所を希望する保護者の期待に十分応え

られない状況が続いており、職場復帰ができな

いなど、不安の声も少なくない。 

（１）入園調整基準の公平性について、亀岡市

の考えと基準の根拠は。 

（２）医療・介護・福祉・消防救急など地域イ

ンフラを支えるエッセンシャルワーカーに

対し、保育士加点に準ずる本市独自の加点

を付与することはできないか。 

 

市長 
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２　本市におけ

る将来型上下水

道政策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３　城下町歴史

景観整備につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）令和８年４月入園が決定している１歳児

がいる世帯について、就労形態別人数は。 

（４）職種に関わらず、非常勤の雇用形態が一

律で入園の優先順位に影響を与える理由

は。 

本市において、公立保育所は地域の基盤的役

割を担ってきた。一方で、民間保育所・認定こ

ども園の充実も進んでいる。そのような中で、

公立保育所の規模縮小や、民間園充実の方向性

が検討されていたとの話を聞いている。 

（５）現在、市として公立保育所の規模や役割

について、中長期的にどのような方向性を

目指しているのか。 

（６）本市における園児数の将来推計と保育士

確保の見通しはどうか。 

 

我が国の上下水道事業は、高度経済成長期に

整備された施設や管路の老巧化が進む一方で、

人口減少により料金収入は減少し、更新費用は

増大するという、構造的な転換期を迎えてい

る。 

（１）将来的な維持管理費、更新費、人口減少

等を踏まえ、現在進められている公共下水

道施設の統合を目的とした事業の費用対効

果について、本市の評価はどうか。 

（２）今後、中山間地域における下水道事業

は、下水道一択ではなく、地域性に応じて

合併処理浄化槽も含めた複数の選択肢を検

討してはどうか。 

水道分野において、国は上下水道を一体的に

構築できる分散型水道の導入を検討している。 

（３）この方式の具体的な仕組みは。 

（４）本市として、中山間地域などを対象に、　　

下水道と合併処理浄化槽を組み合わせた将

来型インフラ導入の可能性について、調

査・研究する考えはあるのか。 

 

本年開催される全国都市緑化フェアｉｎ京都

丹波は、本市の魅力を市内外に発信する重要な

機会である。しかし、その価値を真に高めるた

めには、花や装飾にとどまらず、本市の成り立

ちを今に伝える亀山城、城下町の歴史資産と景

観を磨き上げ、次世代へ継承していくという視

点が不可欠であると考える。 

（１）築城４００年を記念して設置された６０

基の駒札は、本市としてどのような性格や

位置づけを持つものと認識しているのか。 

（２）駒札は現在、まちづくり推進部と産業観

光部が所管しているが、管理責任の所在は

どのように整理しているのか、また、劣化

や損傷時の対応はどの部が最終的に判断す

るのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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（３）緑化フェアにより、城下町回遊ルートが

注目される中、歴史案内機能を縮小するこ

とは整合性を欠くのではないか、また、フ

ェアを契機に再整備を図る考えはあるの

か。 

（４）紺屋町の圓通寺に建立されている瓦塔碑

について、現在の保存状態及び傾斜・倒壊

リスクを把握しているのか。 

（５）瓦塔碑の保存状態を維持するためには修

復が必要であるが、本市の考えは。 

（６）市指定文化財の亀山城惣構跡（土塁）が

ある秋葉神社境内立木の枝が繁茂し景観を

損ねている。文化財は景観を含めて価値を

有するものであるが、適切な枝打ち・景観

整備について、関係者と協議する考えはあ

るか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 14 土岐　　新 

3 月 5日(木) 

15：30～ 

 

※一問一答 

１　大井生涯学

習センター付近

の安全について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２　ＪＲ並河駅

南側踏切の拡幅

について　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３　銭湯の誘致

について 

 

 

 

 

 

 

 

大井生涯学習センター付近の府道王子並河線

は交通量が多く、横断歩道を利用する児童生徒

や高齢者をはじめとする歩行者にとって危険な

状況が見受けられる。安全対策の強化が急務で

あると考え、問う。 

（１）センター付近の横断歩道を横断する歩行

者の安全性について、本市はどのように認

識しているのか。 

（２）安全対策について、道路管理者である京

都府とさらなる協議を行うべきと考えるが

所見は。 

（３）本市で注意喚起灯を設置することは可能

か。 

 

令和７年３月議会一般質問でも取上げ、７月

１１日には桂川市長同席のもと南丹土木事務所

で踏切拡幅の要望を行った。引き続き実現に向

け粘り強く取り組むため問う。 

（１）都市計画道路並河亀岡停車場線の開通予

定は。 

（２）都市計画道路並河亀岡停車場線開通後、

府道王子並河線が市道に移管されるまでに

交通量調査の実施を要望できないか。 

（３）市道移管前であるが、ＪＲ並河駅南側踏

切の拡幅について本市はどのように考えて

いるのか。 

 

日本の伝統文化である「銭湯」は、本市から

姿を消した。市民から復活を望む声も聞く中、

地域活性化・福祉・防災の観点からもその意義

は大きいと考え、問う。 

（１）市民からの銭湯復活の声は届いていない  

のか。 

（２）銭湯は地域活性化やまちづくり政策に資

する可能性があると考えるが所見は。 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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４　亀岡市立第

六保育所の今後

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５　教育につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）高齢者の孤立防止等、福祉施策への効果

について、どのように考えるのか。 

（４）災害時の入浴拠点としての活用など、防

災施策上の意義についてどのように認識し

ているのか。 

（５）銭湯には様々な効果があると考えるが、

ガレリアかめおかの隣接地に銭湯を誘致す

る可能性と見解は。 

 

桂川市長は、以前から老朽化している保育所

に対し優先順位をつけ、子どもたちが安全・安

心に通える保育所づくりに鋭意取り組みご尽力

いただいている。老朽化が進む第六保育所につ

いて、対応が必要であると考え、問う。 

（１）現時点での建物の老朽化状況は。 

（２）今後修繕する予定の時期と内容は。 

（３）土地はＵＲ都市機構から借用している

が、賃借料等の費用は発生しているのか。 

（４）建替えが必要となった場合、土地利用契

約はどのようになるのか。 

（５）この際ガレリアかめおかへの移転も含め

再編成を検討すべきだと考えるが所見は。 

 

未来ある子どもたちの教育は、本市の将来を

左右する重要政策である。市内の全小・中・義

務教育学校に配備されているｉＰａｄの活用に

ついて、時代に即しつつも一度立ち止まり検証

する必要があると考え、問う。 

（１）授業及び宿題におけるｉＰａｄ活用の主

な内容は。 

（２）ｉＰａｄ普及により、読解力・思考力・

集中力の低下が懸念されるが、本市の認識

は。 

（３）本市独自で活用方針を見直し、基礎学力

向上に資する取組を強化すべきと考えるが

所見は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 15 片山　輝夫 

3 月 6日(金) 

10：00～ 

 

※一問一答 

１　大本毘沙門

荘の利活用につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宿泊・文化体験施設に利活用を検討している 

「大本毘沙門荘」について問う。 

（１）設計、改修工事に約３億２，０００万円

を投入するが、公共工事として費用対効果

（投資効率）を算定しているのか。 

（２）管理運営はどのような方式で民間に委ね

るのか。 

 

（３）毎年度の収支計画はどう算定されている

のか。 

（４）単年度運営に黒字または赤字が発生した

場合どのように会計処理されるのか。 

（５）無償の貸借契約が期間満了になれば、施

設の所有権はどうなるのか。 

 

 

市長 

所管部長 
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 ２　廃旅館「有

楽荘」の宿泊施

設改修について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３　並河亀岡停

車場線の供用開

始について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４　保津橋周辺

の照明について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湯の花温泉の廃旅館「有楽荘」を廃旅館リノ

ベーションによる温泉街再生事業として宿泊施

設に利活用する事業が今年度補正予算に計上さ

れた。 

（１）事業の整備主体はどこになるのか。 

（２）湯の花温泉全体の活性化が目的の事業で

あるが、湯の花温泉観光旅館協同組合など

の地元組織とはどのように連携しているの

か。 

（３）現時点の国との協議状況はどのようにな

っているのか。 

（４）国の交付金で事業実施が困難になった場

合は、どのような対応になるのか。 

 

　犬飼川の橋梁工事の来年度完成により、並河

亀岡停車場線の供用開始が来年度に予定されて

いる。 

（１）南丹都市計画事業大井町南部区画整理事

業により子育て世代が入居されている前脇

地区内から、通学時の安全確保に不可欠な

横断歩道の設置要望が出されている。市は

どのように認識しているのか。 

（２）ＪＲ嵯峨野線の踏切手前にある交差点に

は信号機が設置されるが、府道王子並河線

との接続区間は急カーブの上、幅員が狭く

地元から拡幅の要望が出ており、早急に対

応を求めるが所見は。 

（３）交差点形状の変更により、農耕車両が犬

飼川橋梁手前の急勾配区間を走行すること

になる。農業者から側道設置の要望が出て

おり、早急に対応を求めるが所見は。 

（４）供用開始により府道王子並河線の交通量

が減少し、安全が確保され、ＪＲ並河駅手

前の大井踏切改良も不要になるとの予測で

あるが、交通量の変動を把握するため、供

用開始前、供用開始直後、開始半年後な

ど、複数回交通量調査を実施すべきでない

か。 

 

　保津橋左岸下流域は保津川かわまちづくり計 

画により、高水敷を利活用した運動公園として 

多くの市民に活用されているが、夜間の照明に 

ついて、課題の声が寄せられている。 

（１）保津橋の歩道照明が非常に暗く、現在の

照明器具をＬＥＤに交換するなど、照明度

を上げる工夫が必要ではないか。 

（２）保津橋左岸下流側は、主に少年サッカー

の練習場として利活用されている。練習時

間が夜間に及ぶため、終了後の後片づけや

帰宅に際し、真っ暗な河川敷を自転車など

で走行することに、不安の声が多く寄せら

れている。河川区域ではあるが、河川の規

定断面に支障のない構造であれば照明器具

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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の設置も可能であり、公園管理者として府

に設置要望できないか。 

 

 

 16 林　　徹司 

3 月 6日(金) 

10：45～ 

 

※一問一答 

１　交流人口や

移住推進の取組

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２　安全・安心

なまちづくりに

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３　環境先進都

市としての取組

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本において避けがたい人口減少は本市も同

様に見られる。しかし本市は対策として住みや

すく魅力あるまちづくりにより子育て世代を中

心に一定の評価と動きもあると考える。 

（１）本市独自とうたう「ふるさと住民登録制

度」とはどのような独自制度なのか。 

（２）本市の観光は、日帰り型が中心だが、滞

在時間を延ばすための戦略はあるのか。 

（３）登録者が地域活動・産業・教育に関与す

る仕組みはあるのか。 

（４）広域的地域活性化のための基盤整備に関

する法律の一部を改正する法律案に基づく

特定居住支援法人についてはどのように進

めていくのか。 

（５）交流人口、そして関係人口増を視野に入

れ、今後も切れ目ない拡大を進めるため必

要とされるローカルマネジメント法人の検

討と本市の方向性は。 

（６）関係人口→二地域居住→定住へと導いて

いけるようにはどのような戦略を考えてい

るのか。 

 

未然に事故や犯罪を防ぐことは安全・安心な

住民生活を営む上で重要なことである。 

（１）市道広田平松線上、東つつじケ丘曙台３

丁目２５-８前の坂でカーブ付近は両側に深

い側溝があり、大変危険である。車両を避

けるために、子どもたちが側溝に落ちるこ

ともあり得るため、蓋を掛けることはでき

ないか。 

（２）中矢田篠線上の平塚橋付近と曙橋付近に

信号機がなく、歩行者がいても車が止まら

ない横断歩道がある。この横断歩道に横断

用旗を設置できないか。 

（３）市営つつじケ丘アザレアヒルズは２棟で

１６０戸あるが、Ａ棟Ｂ棟の１階入り口付

近２箇所に防犯カメラを設置することはで

きないか。 

 

世界に誇れる環境先進都市・亀岡市として市

民の皆さまの理解も深まり、シビックプライド

が育まれてきているのではないかと感じる。

（１）ともに生きるプラごみゼロをテーマに連 

携・パートナーシップ協定が締結されてき

たが現状は。 

（２）本市における使用済みおむつ等処理資源

循環加速化事業の状況は。 

（３）現在は公立保育所等が対象であるが、介

護施設等の使用済みおむつ等も対象に加え

てはどうか。 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



33 

 ４　ＯＩＣＫの

取組と展望につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の未来をデザインする産学官連携の重要 

拠点としてスタートしたオープンイノベーショ

ンセンター・亀岡は活動してから５年目を迎え

今後の展望と期待も大きいと言える。 

（１）オープンイノベーションセンター・亀岡

の現状は。 

（２）グリーンイノベーション分野における 

スマートアグリハウスの状況は。 

（３）取り組んでいる情報発信はどのように行　　

いまた、その反響はどうか。 

（４）今後の展開や将来性についてはどうか。 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 17 大石　慶明 

3 月 6 日(金) 

13：00～ 

 

※一問一答 

１　本市の財政

運営について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２　大阪方面へ

のさらなるアク

セス整備につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３　認知症患者

の支援について 

 

 

 

 

本市における近年の財政状況を見ると大幅に

改善され、順調に推移していると考えている。

一方高市総理は積極財政を推し進める中、期限

付きで食料品に限り、消費税ゼロに取り組む方

針を発表されている。そこで本市の財政への影

響及び運営について問う。 
（１）食料品の消費税ゼロに伴う影響について問

う。 
①全国で年間５兆円が減収となるといわれ　

ているが本市への影響は。 
②特に飲食業界への影響が大きいと考えられ　

るが、本市の関連団体との対応策の検討に

取り組む考えは。 
（２）今後さらなる安定財源の確保が必要となる

が、安定財源確保に向けた取組は。 
（３）安定収入の確保に併せて支出の削減に向

けた取組も必要と考えるが見解は。 
 
２０２４年に北大阪急行電鉄南北線が箕面萱

野駅まで延伸し、箕面トンネルを抜ければ本市

から大阪中心部までのアクセスの利便性が向上

した。また、現在、国道４２３号の整備も進ん

でいる。そこで、大阪方面へのさらなるアクセ

ス整備に取り組む考えについて問う。 
（１）大阪市、箕面市との連携について問う。 
①国道４２３号を箕面市箕面森町まで拡幅整

備を要望する考えは。 
　②本市から北大阪急行電鉄箕面萱野駅間に公

共交通機関を導入する考えは。 
（２）豊能町には能勢電鉄の妙見口駅があり、

阪急電車へ乗り継ぐことにより池田市、大

阪市内へのアクセスが容易となる環境があ

るが、本市から妙見口駅への公共交通機関

を導入する考えは。 
 
本市の高齢化率は年々上昇し続け、３１％を

超えており、２０５０年頃には４３％に達する

と推定されている。これに伴い認知症患者が増

加すると考える。そこで本市における認知症患

者支援について問う。 
（１）認知症患者数は。 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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４　「住みたい

まち」への取組

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）「認知症サポーター養成講座」は、認知症

の人やその家族を温かく見守り、支援するこ

とを目的に実施されている。 
①自治会ごとの養成状況は。 
②認知症サポーターの活動状況は。 

（３）認知症の疑いがある人の医療機関の受診

率は７％程度であると報告されている。 
①本市における受診率は。 
②早期発見・治療につなげるための受診率向上

の取組状況は。 
（４）認知症家族に対する支援施策は。 
（５）認知症患者の支援策として、福岡市では 

「ユマニチュード」事業を実施している

が、これらを参考にして充実させる考え

は。 
 
過日、街の住みここちランキング＆住みたい

街ランキングが大東建託グループより発表され

た。残念ながら本市は上位に入っていなかっ

た。そこで住みたいまちに選ばれる取組につい

て問う。 
（１）本市における子どもファースト宣言以降の

世帯数及び人口推移について問う。 
①人口の流入及び流失の推移は。 
②世帯数の推移は。 

（２）空き家・空き地バンクの登録状況は。 
（３）空き家・空き地バンク制度などを活用して

本市へ移住された世帯数は。 
（４）「移住促進特別区域」の活用状況は。 
（５）「ふるさと住民登録制度」の推進に向けた

取組は。 
（６）流失人口について問う。 
①原因分析の状況は。 
②分析結果に基づく対策は。 

（７）住みたいまちに選ばれるため、また、人

口増加に向けた課題や施策についての考え

は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 18 平本　英久 

3 月 6日(金) 

13：45～ 

 

※一問一答 

１　市長の政治

姿勢について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　これまでも子どもファースト宣言を発出し、

「ガレリアかめおか」や「サンガスタジアム」

において子どもの遊び場の整備や環境先進都市

として多くの民間企業と連携を行い、「Ｃｉｒ

ｃｕｌａｒ　Ｋａｍｅｏｋａ　Ｌａｂ」などを

活用した様々なにぎわいの創出に取り組んでき

た本市であるが、桂川市長が目指す今後の事業

展開や目指す姿について問う。 

（１）京都サンガＦ.Ｃ.の練習場についての現

状と進捗は。　　 

（２）練習場の整備に向けた今後の見通しは。 

（３）練習グラウンドの誘致による本市におけ

る効果と成果は。 

（４）全国都市緑化フェアｉｎ京都丹波開催に

向けた現状と進捗は。 

市長 
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２　本市のまち

づくりについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３　環境先進都

市としての新た

な取組について 

 

 

 

 

 

 

 

（５）全国都市緑化フェアｉｎ京都丹波では、

どのような集客を行い、にぎわい創出につ

なげるのか。 

（６）地域商社の設立に向けた現状と進捗は。 

（７）地域商社による経済的な効果や成果をど

のように見込んでいるのか。 

 

これまで多くの企業誘致による雇用の創出や

市税収入増に向けた取組、また社会情勢の変化

や経年による劣化も含めて再インフラ整備に取

り組んでいる本市であるが、今後のまちづくり

について問う。 

（１）市道合戦野八幡線と国道９号交差点の部

分拡幅工事が完了したが、今後の行政手続

きはどのように進むのか。 

（２）篠町王子区内の市道堂山線の道路付け替

え工事に向けた進捗は。 

（３）市道堂山線の道路整備に向けた今後の見通

しは。 

（４）亀岡市篠町篠インター土地区画整理事業の

進捗は。 

（５）当該区画整理事業の竣工に向けた見通し

は。 

（６）当該区画整理地隣接団地周辺の交通安全対

策はどのようにするのか。 

（７）市道馬堀停車場線広道交差点の改修工事

の現状と見通しは。 

 

環境先進都市を目指して様々な民間企業との

連携協定を通して先進的な環境政策に取り組ん

できたが、成果と今後の取組について問う。 

（１）先般プレオープンされた「めぐるステーシ

ョン」での成果をどのように分析しているの

か。 

（２）今後の「めぐるステーション」の展開をど

のように考えているのか。 

（３）「めぐるステーション」事業を通じて本市

として目指す成果はどのようなものか。 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 19 梅本　靖博 

3 月 6日(金) 

14：45～ 

 

※一問一答 

１　開発公園の

実態と支援につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地元が管理主体となる「開発公園」と市が設

置・管理する「都市公園」について、公園の外

周やのり面に生育する樹木の枝葉や根が、隣接

住宅に侵入する等の問題が生じている。その実

態の認識と管理区分について問う。 

（１）市は現場の実態を把握しているのか。 

（２）地元負担に対する市の補助制度の評価と

今後の補助制度の持続可能性についての考

えは。 

（３）地元管理の限界を超える事例に対し、市

が関与する新たな枠組みを検討する考え

は。 

 

 

市長 

所管部長 
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２　さくら公園

体育館の周辺整

備について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３　財政健全化

の判断について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４　知的障がい

者の紙おむつの

支援について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５　市道馬堀駅

国道線への信号

機設置について 

 

 

 

 

 

（４）地域活動を行政が公的に位置づけ、協働

で活動を進める指定地域共同活動団体制度

が必要ではないか。 

 

さくら公園体育館内外のトイレ、施設の利用

実態や駐車場不足、周辺整備について問う。 

（１）トイレの洋式化・バリアフリー化に向け

た今後の改修方針について、本市の考えは

どうか。 

（２）駐車場確保に向け、短期的・中長期的な

取組の検討状況は。 

（３）未利用民間施設について、これまで調査

や情報収集を行い、施設の取得や活用につ

いて検討したことはあるのか。 

（４）本市の新たな観光・交流拠点として総合

的に整備していく考えは。 

 

本市の財政健全化判断比率について問う。 

（１）財政健全化判断比率の視点で見た場合、

現在は政策判断として投資を積極的に進め

る局面なのか、それとも慎重に構えるべき

局面なのか、本市の認識はどうか。 

（２）本市財政において、最も警戒しているリ

スクは何か。 

（３）持続可能な財政運営の観点から、今後の

施策について、短期・中期・長期の時間軸

の中で、どのように優先順位を整理してい

くのか。 

 

令和８年度当初予算において、この支援制度

の創設が計画されており、これが実現すれば、

より多くの方へ支援が行き届き、市民生活の大

きな助けになると考える。このことを重く受け

止め、制度の内容とともに、制度化に至った本

市の思いと決意について問う。 

 

（１）調査や聞き取り等の結果から制度の創設

へ、どのようにつながったのか。 

（２）本制度の支援内容と、対象者の基準の基

本的な考え方は。 

 

（３）利用しやすい制度運用に向け、相談体制

の整備、関係機関との連携、周知の工夫な

どの取組を行う考えは。 

 

市道馬堀駅国道線の池田歯科医院に隣接する

交差点の信号機設置は、交通安全上の課題とさ

れてきた。このたび、用地買収を終え、今後の

交差点改良工事のスケジュール及び信号機の設

置について問う。 

（１）交差点改良工事の進捗状況と今後の具体

的な完了予定時期は。 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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（２）交差点改良工事が完了した後、京都府公

安委員会と信号機設置に関する協議を進め

る過程で、本市が主体的に関与する考え

は。 

（３）本交差点の交通安全対策について、市が

調整役となり、自治会、地元である野条

区、学校関係者、保護者等を交えた意見交

換や現地確認の場を設ける考えは。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 20 法貴　隆司 

3 月 6日(金) 

15：30～ 

 

※一問一答 

１　市長の政治

姿勢について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２　選挙の効率

化について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口減少や少子高齢化が進む中、全国の自治

体では定住人口だけでなく、地域と継続的に関

わる関係人口の創出・拡大が重要な政策課題と

なっている。近年は都市部に生活拠点を置きな

がら、地方にも拠点を持つ二地域居住という新

しい暮らし方が広がりつつあり、国においても

ふるさと住民登録制度など、新たな制度設計が

議論されている。 

（１）亀岡市が取り組むふるさと住民登録制度

と二拠点居住制度とはどのようなものか。 

（２）今後のまちづくりにおいて、ふるさと住

民登録制度等をどのように位置づけている

のか。 

（３）ふるさと住民登録制度等の登録者が、自

治会活動や地域行事に関わる仕組みについ

ての見解は。 

（４）亀岡市のふるさと住民登録制度の運用開

始時期と今後の進め方はどのようになるの

か。 

（５）制度を進める場合、目標や検証するため

効果指標はどのようなものにするのか。 

 

　選挙は民主主義の根幹を支える重要なもので

ある。令和７年に実施された参議院議員通常選

挙における商業施設での期日前投票所の設置に

係る効果の検証、今後の投票環境整備や新たな

制度活用を含め選挙の効率化に取り組む必要が

ある。 

（１）令和７年の参議院議員通常選挙におい

て、商業施設に設置された投票所の実績と

課題は。 

 

（２）今回の衆議院議員総選挙における、亀岡

市内の投票所の設置数と当日の投票者が１

００人未満の投票所数は。 

 

（３）亀岡市の投票所の設置基準はどのような

ものか。 

（４）電子投票導入についての見解は。 

（５）投票率の向上と職員の負担軽減を図ると

ともに、有権者が投票しやすくなるよう、

期日前投票所の拡大と既存投票所の見直し

を検討してはどうか。 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

選挙管理委員会委員長 
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３　インフラ整

備について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４　安全・安心

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）移動期日前投票所を取り入れてはどう

か。 

 

　ほ場整備により新設された道路や河川沿い環

境は、住民の通行安全や防犯・防災の観点から

重要なインフラであり、管理の明確化や不法投

棄対策を含め、行政として地域の安全確保に取

り組む必要がある。 

（１）府道東掛小林線と国道４２３号の交差点

である南条交差点から東掛小林線を穴太寺

方向へ約４００メートル北上した辺りか

ら、東向きにほ場整備で新しくできた道路

が国道４２３号沿いのＪＡガソリンスタン

ド北側につながっているが、この道路は将

来、市道認定されるのか。 

（２）曽我部町南条地内で、市道安町南条線の

曽我谷川に架かる久保橋の上流約２００メ

ートル付近の曽我谷川左岸の竹やぶに不法

投棄が後を絶たないので、竹やぶを伐採で

きないか。 

 

　市民が安心して暮らせるまちの実現に向け、

防犯・交通・災害対策の現状と課題を把握し、

施策の充実を図る必要がある。 

（１）国道９号老ノ坂峠や京都縦貫自動車道に

おいて、最近、雪による予防的通行止めが

行われているが、通行止めを行う基準は。 

（２）行政が管理する防犯カメラにおける今年

度の新規設置状況と今後の拡充予定は。 

（３）消防団員の報酬を段階的に引き上げてい

るが、最終的な水準は。 

（４）消防団の共済掛金を公費負担にできない

か。 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


